



















































A teaching method of the mathematics in a Junior College
―A tentative plan of utilizing newspapers as a means to learn number theory―
Akira Shinohara （Shinshu Junior College）
Abstract: I studied how mathematical education as a cultural subject in a Junior College. I gave the diverse academic history of 
students in each high school tuition on number theory because it is best for rudiment of mathematics. Additionally this article says 
a tentative plan of utilizing newspapers as a means to learn matters related to number in our daily life.






































































































































　これは初項 1、公比 10の等比数列の n項までの和で



















で巡り、元に戻るのに 28年かかる。ちなみに  ’01年の















































信毎は 4万 6千台、朝日（東京版）は 4万 4千台といず
れも 5桁で百数十年の歴史を誇っている。’09年 10月 4




は ’06年 6月 24日に 1111号であった。これを記念して
1111に因む原稿を募集したことがある。新聞人はレピ
ュニット数やゾロ目に格別の想いがあるようだ。

















































































































































　時計は 360度を 12時間でひと回りし、1日に 2回転






























さる）の乱は西暦 672年、壬申戸籍は 1872（明治 5）年、




のユリウス暦を改め、同年 10月 5日を 10月 15日㈮と
した例があり、これが今日まで続いている。日本では










































































































［投稿 22年 12月 17日、受理 23年 1月 31日］
注
（1）　この小説を書いた動機など裏話が「数の不思議に
魅せられて」というエッセイに書かれている．小川
洋子：「犬のしっぽを撫でながら」所収（’06年，集
英社）．
（2）　この一文は同氏の「数のエッセイ」（中央公論社，
’72）に転載され，付記が追加されている．内容はか
なりハイレベルである．
（3）　実物を見ていないが，ホームページを見ると微積，
ベクトル，行列など，大学の数学で重要度の高い分
野にページを多く割いている．四大の理工系の学生
を対象にしているようである．本学とは次元の違う
内容．
（4）　（1）は主として基礎数学講座 4－C「整数論」（稲
葉栄次著，共立出版，’56初版）．（2）は主として「整
数論」（O.オア著，本田欣哉訳，河出書房新社，’71）
を参考にした．
（5）　吉田洋一著「零の発見」（岩波新書，’39）以来，
発見となっているが，むしろ発明ではないかと思う．
（6）　例えば「5分でたのしむ数学 50話」（エアハルト・
ベーレンツ著，鈴木直訳，岩波書店，’07）の第 1話．
（7）　つまらない約数と訳された本もある注（4）の O.
オアの訳本 P. 27．
（8）　諸橋轍次著「十二支物語」（大修館，’68，P.114）
にはシ・ミではなくミ・シになっている．筆者が間
違えて覚えたのかもしれない．
